
③

～　耳の聞こえが悪いかもしれないとわかったら　～

　質問事項やご家庭での事前検査の結果によって、必要なお子さんには３歳６か月児健診におい

てスタッフが医療機関での精密健診をお勧めすることがあります。

※すでに難聴と診断されて治療や相談を受けておられるお子さんについては、実施していただか

なくて結構です。健診会場でその旨お申し出ください。

３歳６か月児健診受診日までに記入し、ご持参ください。

質問票③について
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視力検査（ランドルト環検査）・屈折検査について

～地域の眼科医からのメッセージ～

３歳６か月児健診

ランドルト環による視力検査

子どもの50人に1人が弱視の疑いがあると
言われていて、早期発見がとっても大事だよ！

子どもの視覚は生まれてから６～８歳くらいまでに発達し、５～６歳ごろには大人と同じ視力になると言
われています。この時期になると、視力は0.5以上見えるようになってきます。しかし、遠視や乱視などの屈
折異常や斜視などの目の異常の早期発見、早期治療が遅れると、視力の発達が止まって弱視となってしまう
ことがあります。
弱視は、５歳までに治療することで効果が高まり、ほとんどのお子さんに視力の改善を認めます。
そこで、草津市の３歳６か月児健診では、弱視等を早期に発見し適切な治療につなげるため、ランドルト
環による視力検査とスポットビジョンスクリーナーという機器による屈折検査を併用し、精度を高めて実施
しています。

３歳６か月児健診でのスポットビジョンスクリーナーによる屈折検査、およびランドルト環による視力検
査は、弱視（眼鏡をかけても視力が不十分）を発見するための大切な検査になります。
片目が見えていなくても傍からみれば正常に見えます。健診で発見して治療すれば治るものが、まれに治
療時期をすぎてから発見されるお子さんがいます。「なぜもう少し早く発見できなかったのか」と医師とし
てつらいものがあります。３歳６か月児健診をぜひ受診して、精密健康診査を勧められたときは必ず眼科を
受診していただきたいと思います。

屈折検査

・ご自宅での事前練習が必要です。別紙の説明書を読んでいただき、ランドルト環を切り抜いてお子さんと
　一緒に練習をしてからお越しください。
・健診会場では、片眼ずつ年齢相応の視力があるかを測定します。片目遮閉をした眼鏡をお子さんに装着し、
　ランドルト環をもって座ってもらいます。少し離れたところにいる健診スタッフが、ランドルト環の視標
　を大きいものから示し、まねっこしてもらいながら徐々に小さい視標に変えていき、0.5以上の視力があ
　るかを確認します。

・スポットビジョンスクリーナーという検査機器で検査します。
・カメラのような形をした機器でお子さんの目を映して測定します。
　お子さんがレンズの光を見ている間（おおむね1～2分）で終了し
　ます。事前練習の必要はありませんが、検査に支障が生じますので、
　検査前にスマートフォン等の電子機器を見るのはやめましょう。

屈折検査の様子



①別紙の「ささやき声検査用絵シート」を子どもの方向に向けて置き、１ｍくらい離れ、向

かい合いに座ります。（下図参照）

②「この絵の名前を言うから、言った絵を指してね。」とお子さんに言って、普通の声（会

話する時の声の大きさ）で、絵シートの表示した絵の名前（例えば「ぞうさん」ではな

く、「ぞう」というように）を言い、お子さんが６個の絵をすべて正しくさせるようにし

ます。

③「今度は小さな声で絵の名前を言うから、よく聞いて、指してね。」とお子さんに

　言って、口元を紙などで隠し、６個の絵の名前を、ささやき声で１回ずつ言い、正しく指

せれば、別紙質問票③「耳の聞こえについて」の下の表に○を、正しく指せなければ×を

記入してください。
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